
 
 

Press Release 
 

  県内のくるみん認定企業３０社超！！ 

     社会福祉法人佐賀キリスト教事業団 

     医療法人天心堂志田病院 

     佐賀信用金庫         の３社を新たに認定！！ 
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佐賀労働局発表  

令和７年５月 29日（木） 

【照会先】 

佐賀労働局雇用環境・均等室 

室    長    渡辺 園子 
室長補佐    奥田 朋子 
（電話）0952-32-7218 

佐賀労働局（局長 城 寿克）は、次世代育成支援対策推進法に基づき、男女とも

に子育てしやすい企業として、社会福祉法人佐賀キリスト教事業団（佐賀市）、医療

法人天心堂（鹿島市）、佐賀信用金庫（佐賀市）の３社をくるみん認定しました。 

 多くの企業で仕事と育児の両立に対する関心が非常に高まっており、県内のくるみ

ん認定企業数は、同３社を含め 32 社となりました。 

 

～くるみん認定通知書交付式のお知らせ～ 

＜認定企業＞・社会福祉法人 佐賀キリスト教事業団（佐賀市） 

      ・医療法人 天心堂（鹿島市） 

      ・佐賀信用金庫（佐賀市） 

＜日時＞  令和７年６月９日（月）14時 00 分～             

＜会場＞  佐賀第２合同庁舎 ５階共用大会議室１ 

       （佐賀市駅前中央３丁目３番 20号） 

 

※認定通知書交付式当日の取材等については、６月９日（月）12時までに佐賀労働局雇用環境・

均等室指導係（TEL:0952-32-7218）までご連絡ください。 

 

○社会福祉法人佐賀キリスト教事業団 介護保険総合ケアセンター シオンの園

は、佐賀市の 101 人以上の福祉業で初の認定です（資料１）。 

○医療法人天心堂 志田病院は、鹿島・太良地域の 300 人以下の医療法人で初の 

 認定です（資料２）。 

○佐賀信用金庫は、県内の信用金庫で初の認定です（資料３）。 



                  

 

【資料１】くるみん認定の主な認定基準と社会福祉法人キリスト教事業団の 

取組内容 

【資料２】くるみん認定の主な認定基準と医療法人天心堂の取組内容 

【資料３】くるみん認定の主な認定基準と佐賀信用金庫の取組内容 

【資料４】佐賀労働局管内おける次世代育成支援対策推進法に基づく認定企業 

一覧 

【資料５】次世代育成支援対策推進法の改正に伴い、くるみん認定、プラチナ 

くるみん認定の認定基準等が改正されます 

【資料６】くるみん認定企業やプラチナくるみん認定企業、トライくるみん 

認定企業が公共調達で有利になります。 

 

〇くるみん認定とは 

仕事と育児の両立のための

取組の実施状況等が優良な

企業を次世代育成支援対策

推進法に基づき厚生労働大

臣（都道府県労働局長に委

任）が認定する制度です（資

料５） 

〇認定のメリット 

認定マークを商品、広告など

に付け、子育てサポート企業

であることをＰＲできる他、

公共調達等において加点評価

を受け、有利になる場合があ

ります（資料６） 

〇主な認定基準 

・男性の育休取得率 30％以上

（旧基準では 10％以上） 

・女性の育休取得率 75％以上 

・フルタイムの労働者の法定

時間外・法定休日労働時間の

平均が各月 30 時間（旧基準

45時間）未満  など 



  資 料 １  

 

 
 
 

【企業概要】 

・企 業 名：社会福祉法人佐賀キリスト教事業団 介護保険総合ケアセンターシオンの園 

・所 在 地：佐賀県佐賀市大和町久留間3865-1 

・業   種：社会福祉事業 

・労働者数：２２４名（男性５０名、女性１７４名）   

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

                                             

――――――――――――――――――――― 

 

 

【行動計画期間 令和４年４月１日から令和６年３月３１日】（旧基準により認定） 

 
１ 計画期間における男性労働者の育児休業取得率10％以上    １００％ 

２ 計画期間における女性労働者の育児休業取得率75％以上     ７５％ 

  取組：社内報等活用しパパ育休を含む育児休業について取得を促した。女性の育児

休業取得率が７５％となっているのは計画期間内に出産した女性労働者が計

画期間後に育児休業を取得したためである。 

３ 労働時間等の働き方 

①  労働者 1 人当たりの時間外労働及び休日労働の合計時間数の平均が全ての月に

おいて、４５時間未満であること。  最終年度の最大の月で１２ 時間 

②  月平均の法定時間外労働６０時間以上の労働者がいないこと   ０人 

③  年次有給休暇の取得促進・所定外労働の削減のための措置   

   取組:社内報を活用し年次有給休暇の取得促進を行ったほか、毎週水曜日を「ノー

残業デー」 として定め、所定外労働の削減に努めた。 

４ 目標達成 

 目標１ 年次有給休暇や育児・介護休業等諸制度に関する周知と取得しやすい環境を

つくる。（2022 年度全職員年次有給休暇取得率65％、2023 年度育児休業の

うちパパ育休取得者1名を目指す。） 

     2022 年度全職員年次有給休暇取得率：６７％ 

      2023 年度育児休業のうちパパ育休取得者：３名 

  取組：社内報等を活用し年次有給休暇の取得促進やパパ育休について取得促進をし 

た結果、計画期間内において定めた目標を達成した。 

 目標２ ５Ｓ３Мを基本に介護現場の生産性向上の取組を実施し平均残業時間削減

を目指す。 

    取組:労働時間の削減や、業務効率化を達成するため、「整理」「整頓」などを含 

む「５Ｓ」の徹底、「ムリ」「ムダ」「ムラ」の「３М」の削減を行うため、

管理者を対象とし研修会を行うほか、「５Ｓ３М」の具体的取り組みについ

て周知・啓発を行った。効果の把握について事業所へ自己評価を行ったとこ

ろ、労働時間の把握について効果が出ていることを確認できた。 

 

その他、若手職員を含むキャリアパスの見える化を行うため、労働者が容易に確

認できる人事評価制度の整備などを行った。 

くるみん認定の主な認定基準と社会福祉法人佐賀キリスト教事業団の取組内容 

～佐賀市の101人以上の福祉業では初めての認定になります！～ 

くるみん認定日 令和７年５月１４日   



  資 料 ２  

 

【企業概要】 

・企 業 名：医療法人 天心堂 志田病院 

・所 在 地：佐賀県鹿島市大字中村2134 番地 4 

・業   種：医療業 

・労働者数：２７６名（男性７１名、女性２０５名）   

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                             

――――――――――――――――――――― 

 

 

【行動計画期間 令和元年９月１日から令和６年８月３１日】（旧基準により認定） 

 

１ 計画期間における男性労働者の育児休業取得率が10％以上     １５％ 

２ 計画期間における女性労働者の育児休業取得率が75％以上    ９５％ 

 取組：妊娠中や産休中、または育児・介護休業を取得しやすい雇用環境を整備する 

   ために職員が相談できる窓口を設置した。 

３ 労働時間等の働き方 

①  労働者 1 人当たりの時間外労働及び休日労働の合計時間数の平均が全ての月に    

おいて、４５時間未満であること。 

                   最終年度の最大の月で   １ 時間 

②  月平均の法定時間外労働６０時間以上の労働者がいないこと    ０人 

③  年次有給休暇取得促進のための措置   

   取組:安全衛生委員会において部署毎に月ごとの年次有給休暇取得率の報告を行っ 

た。併せて年休取得率100％（年間）を目標とし、それを12カ月で割った標準 

取得率を指標として開示することにより取得を促した。 

４ 目標達成 

 目標１ 妊娠中や産休中、または育児・介護休業を取得しやすい雇用環境を整備する

ために職員が相談できる窓口を設置する。 

 

  取組:法人内イントラネットを活用し育児・介護休業について周知し、休業届け出様 

式を各自でダウンロードおよび作成が出来るように環境を整備した。 

制度の利用だけでなく、悩み相談を受け付けるなど、育児や介護に関する総合

的な相談窓口を設置した。 

    制度について全職員へ法人内メールで周知するとともに法人各施設に備え付

けた。 

 

 目標２ ワークライフバランスを充実させるため、短時間勤務制度の利用及び育児 

休業、出生時育児休業の取得を促進する。 

   

取組：職員向けに分かりやすい説明用資料を作成し、全職員へ法人内メールにて周 

知し、短時間勤務制度の利用及び育児休業・出生時育児休業の取得を推進した。 

     取組の効果もあり、多くの労働者が短時間勤務制度を利用している。 

くるみん認定の主な認定基準と医療法人天心堂の取組内容 

～労働者数300人以下の医療法人では鹿島・太良地域初のくるみん認定となります！～ 

くるみん認定日 令和７年５月１６日   



  資 料 ３  

 

【企業概要】 

・企 業 名：佐賀信用金庫 

・所 在 地：佐賀県佐賀市中央本町8番 10号 

・業   種：金融業 

・労働者数：１４６名（男性４９名、女性９７名）   

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                             

――――――――――――――――――――― 

 

 

【行動計画期間 令和２年４月１日から令和７年３月３１日】(旧基準により認定) 

 

１ 計画期間における男性労働者の育児休業取得率が10％以上    ６８％ 

２ 計画期間における女性労働者の育児休業取得率が75％以上    １００％ 

  取組：庫内のイントラネット等を活用し、女性労働者だけでなく男性労働者につい

ても育児休業等の取得の促進を積極的に行った。 

３ 労働時間等の働き方 

①  労働者 1 人当たりの時間外労働及び休日労働の合計時間数の平均が全ての月に

おいて、４５時間未満であること。 

                        最終年度の最大の月で   １９ 時間 

②  月平均の法定時間外労働６０時間以上の労働者がいないこと   ０人 

③  所定外労働の削減のための措置   

    取組:定時退庫（ノー残業デー）の年間５０回実施を目標に掲げ、庫内イントラネ

ットを利用し、労働者へ周知・実施した。 

４ 目標達成 

 目標１ 配偶者出産時の男性職員による休暇取得の促進 

   取組:男性の育児休業取得についてリーフレットを作成し、庫内イントラネットへ

掲載することで周知・取得促進を積極的に行った。 

       育児休業取得促進方針や意向確認書の制定、併せて相談窓口を設置したこと

を庫内イントラネットへ掲載し周知を行った。 

       上記周知以降行動計画期間の終了までの間に、10人以上の男性労働者が育児

休業の取得をするなど、取り組みの効果が確認できた。 

 

 目標２ 出産や子育て等による退職者についての再雇用制度の実施 

取組：妊娠・出産や介護等の理由で退職した労働者を対象とし、在職中に培った

知識や能力をもう一度発揮することを目的とし、「職場復帰制度規程」を制

定した。 

庫内イントラネットへ掲載し、職員への周知と同時に、すでに退職した労

働者へ案内文書の送付を行った。 

  

     

くるみん認定の主な認定基準と佐賀信用金庫の取組内容 

～県内の信用金庫では初のくるみん認定となります～ 

くるみん認定日 令和７年５月２１日   



特例認定マーク 

（愛称：プラチナくるみん） 

認定マーク 

（愛称：トライくるみん） 

佐賀労働局管内における次世代育成支援対策推進法に基づく認定企業一覧 

 （令和７年 5 月 29 日現在） 

                                           

            

                 

  

 

 

 

 

 

「くるみん認定」を受けた企業のうち、より高い水準の取組を行った企業は、特例認定（プラチナくるみん認定）を 

受けることができます。 

 また、くるみん等の認定基準を満たした上で、不妊治療と仕事の両立しやすい職場環境整備に取り組み一定の

要件を満たした企業は、「プラス認定」を受けることができます。 

 

＜プラチナくるみん認定企業＞  

 

認定企業数       ３企業 

 

 認定年 認定企業名 所在地（市・町） 

1 2015 株式会社 佐賀共栄銀行 佐賀市 

２ 2017 株式会社 佐賀銀行 佐賀市 

３ 2021 株式会社 ミズ 佐賀市 

 

＜くるみん認定企業＞     

 

認定企業数       32 企業 

プラス認定企業数    １企業 

 

 認定年 プラスくるみん 認定企業名 所在地（市町村） 

1 2010 
 

鳥栖キユーピー株式会社 鳥栖市 

2 
2010 

2015 

 
株式会社 佐賀銀行 （※２回） 佐賀市 

3 2012  国立大学法人 佐賀大学 佐賀市 

4 2012  久光製薬株式会社 鳥栖市 

5 2013  社会福祉法人 椎原寿恵会 鳥栖市 

資料４ 

認定マーク（愛称：くるみん） プラス認定マーク 



6 2013  株式会社 佐賀共栄銀行 佐賀市 

7 2013  株式会社 ミズ 佐賀市 

8 2014  聖徳ゼロテック 株式会社 佐賀市 

9 2015  タマキホールディングス株式会社 唐津市 

10 2015  社会福祉法人 済昭園 嬉野市 

11 2015  医療法人 栄寿会 杵島郡江北町 

12 

2015 

2019 

2022 

 

 

2023 プラス認定 

木村情報技術株式会社(※３回) 佐賀市 

13 2016  西日本総合コンサルタント株式会社 佐賀市 

14 2016  社会保険労務士法人きたむら事務所 佐賀市 

15 2017  ＪＳＲマイクロ九州株式会社 佐賀市 

16 2018  株式会社 ミゾタ 佐賀市 

17 2018  株式会社 メディック    佐賀市 

18 2019  株式会社 トスデリカ 鳥栖市 

19 2019  唐津土建工業 株式会社 唐津市 

20 2019  田中電子工業 株式会社 神埼郡吉野ヶ里町 

21 2020  株式会社 中野建設 佐賀市 

22 2022  有限会社 フレンドリー 佐賀市 

23 2022  株式会社 佐電工 佐賀市 

24 
2022 

2024 

 
株式会社 ホンダカーズ中央佐賀 佐賀市 

25 2022  社会医療法人 祐愛会 鹿島市 

26 2023  株式会社 平明 佐賀市 

27 2023  唐津農業協同組合 唐津市 

28 2024  株式会社モトシマ 佐賀市 

29 2024  松尾建設株式会社 佐賀市 

30 2025  社会福祉法人佐賀キリスト教事業団 佐賀市 

31 2025  医療法人天心堂 鹿島市 

32 2025  佐賀信用金庫 佐賀市 

 



資料5









各府省等が総総合合評評価価落落札札方方式式又又はは企企画画競競争争にによよるる調調達達によって公共調達を実施する場合は、
「次世代育成支援対策推進法」に基づき、厚生労働大臣の認定を受けた企業（（くくるるみみんん認認定定企企
業業・・ププララチチナナくくるるみみんん認認定定企企業業・・トトラライイくくるるみみんん認認定定企企業業））などを加加点点評評価価するよう国の指針に
おいて定められています※1。
また、地方公共団体も国に準じた取組を実施するよう努めることとされています。
公共調達における加点評価の仕組みは、各府省等において平成２８年度に開始しています。
なお、厚生労働省においては、平成２８年１０月１日に制度が開始されています。
個別の調達案件における加点評価については、各調達案件の担当にお問い合わせください。

公公共共調調達達ににおおけけるる加加点点評評価価ののポポイインントト

各府省等は、公共調達において、ワーク・ライフ・バランス等を推進する企業を積極的に評価
し、これらの企業の受注機会の増大を図る観点から、総合評価落札方式又は企画競争による調達
を行うときは、ワーク・ライフ・バランス等推進企業を評価する項目を設定することとしていま
す。

➢ くるみん認定企業やプラチナくるみん認定企業、トライくるみん認定企業などの評価項目で
ある「ワーク・ライフ・バランス等の推進に関する指標」が総配点に占める評価割合を定め
た上で、くるみん認定企業やプラチナくるみん認定企業、トライくるみん認定企業の配点を
定める※２。

＜＜内内閣閣府府がが示示ししてていいるる参参考考配配点点例例＞＞ ※※令令和和７７年年２２月月時時点点
（（くくるるみみんん認認定定企企業業・・ププララチチナナくくるるみみんん認認定定企企業業・・トトラライイくくるるみみんん認認定定企企業業分分））

※１ 「女性の活躍推進に向けた公共調達及び補助金の活用に関する取組指針」
（内閣府ホームページ）

※２ 配点割合も含めた加点評価の詳細については、契約の内容に応じ、公共調達を行う
各府省等において定められます。

※３ 女性活躍推進法や若者雇用促進法に基づく認定など、複数の認定等に該当する場合は、
最も配点が高いものにより加点が行われます。

※４ プラスの認定による加点はありません。

評価項目例 認定の区分※４

総配点に占める割合
（評価の相対的な重要度等に応じ配点）

＜配点例＞

２％の
場合

％の
場合

７％の
場合

５％の
場合

ワーク・ライフ・
バランス等の推進
に関する指標

プラチナくるみん １２％ １０％ ７％ ５％

くるみん
（現在のマーク）

８％ ７％ ５％ ３％

くるみん
改正前マーク

７％ ６％ ４％ ３％

トライくるみん ６％ ５％ ４％ ３％

くるみん
（ 改正前マーク

５％ ４％ ３％ ２％

■■ くくるるみみんん認認定定企企業業ややププララチチナナくくるるみみんん認認定定企企業業、、トトラライイくくるるみみんん
認認定定企企業業がが公公共共調調達達でで有有利利ににななりりまますす。。

※３
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